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1.は じ め に

前年度採択課題 「現代の篤農家による青年農業者の育成方法」にかかわる調査研究を進めた結果、特に年齢の

近い農業者同士の 「師弟同行」による切磋琢磨が、農業者の育成ならびに相互の学びの重要な柱になっているこ

とを確認した。しかし、非農家出身の新規就農者が独立後に自らも就農希望の研修生を受け入れ、次々世代の青

年農業者を育てている事例が複数見られたが、それらの方法と効果に関する検討が今後の課題として残された。

そこで、本研究では、この部分を掘 り下げることにより、第一世代の篤農家が築いた青年農業者の育成方法が

次世代(第 二世代)に どのように継承され、そして次々世代(第 三世代)に いかなる育成効果をもたらしている

か、いわば農業者の経験知を踏まえた持続可能な青年農業者の育成方法を解明しようとするものである。

2.調 査研究の内容と方法

1)本 研究の課題

研究内容は、霜里農場で研修を受けて小川町に新規就農を果たしつつ同時に後進の育成のために就農希望の研

修生を受入れている有機農業者を対象として、現在の研修制度の確立過程と実態に関する次の調査を行う。第1

は、霜里農場で第二世代自身が経験した研修内容の印象 ・効果感などを踏まえ、彼 らが独立後に研修生の受入れ

を始める背景を把握する。第2は 、第二世代の農場における研修方法の確立過程を把握する。ここでは、自らが

霜里農場で体験した研修内容と同一のものか、あるいは第二世代が独自の研修方法を確立しているかに焦点を当

てて、その同一性と相違性を明らかにする。第3は 、第二世代のもとで研修後に独立した者ならびに現在研修中

の者、いわば 「第三世代」を対象に第二世代の農場における研修の印象 ・効果感、今後の展望などを把握する。

2)対 象と方法

金子美登氏の霜里農場で研修後に独立し、現在までに多くの就農希望の研修生を受入れている第二世代の田下

隆一氏(農 業生産法人株式会社風の丘ファーム代表)を 対象として、風の丘ファームにおける就農希望の研修生

に向けた研修内容の確立過程について聞取調査により把握する。

さらに、風の丘ファームで研修後に独立している者、並びに現在研修を受けている者など 「第三世代」に対し

て、ライフス トーリー ・インタビューを行い、研修内容 研修中の印象 ・効果感、並びに将来展望などを把握す

る。なお、ここでのライフス トーリーとは 「個人が生活史上で体験 した出来事やその経験についての語り」とさ

れ、その調査法の特徴は、形式的な質問項目を設定 してそれへの回答のみを求める従来のインタビューとは異な

り、語り手の発話する内容に沿って語 り手と聞き手が双方向の対話を行いながら個人の 「物語り」を作り上げる

プロセスである点である。この 「物語り」の基本的な特徴は、「複数の出来事を時間軸上に並べてその順序関係を

示すこと」であり、その本質は、語り継がれてきたこと、すなわち、伝聞と反復性の中にあるといえる。特に、

青年農業者の育成方法の効果については、一時的な状態の評価ではなく長期的な視野から個人の生活史を踏まえ

て判断する必要があるため、個人の体験や知識の伝聞を共同化し、他人と共有するために 「語る」という点に着

目することにした。なぜならば、青年農業者の育成方法のあり方は,地 域によってもその時々の時代においても

大きく異なることが予想でき、杓子定規に割 り切ることの出来ない個別具体的な側面が非常に大きいと考えられ

るからである。そうした個々の研修生の視点に立っためには、従来の形式的なインタビューやアンケー ト等の方

法ではなく、このライフス トー リー ・インタビューが適しているものと考える。
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3.調 査結果

1)田 下氏の霜里農場 における研修内容 と風の丘 ファームの現状

田下氏は、1983年 、24歳 の時に露里農場へ研修に入っている。そ こでの研修内容 は、牛の糞出し、除草、管理

か ら野菜収穫、調整他全般であり、金子氏 と行動をともにしなが ら一連の農作業を見よう見 まね で覚えた という。

また、有機農業のイベン トや配達 にも一緒 に連れて行 ってもらい、有吉佐和子の家にも行 ったそ うである。それ

らを通 して、有機農業の人の輪(つ なが り)を 肌で感 じた。他方、当時は新規就農の例はほとんどなく、農地の

情報 も全くなか った。そ のよ うな中で、研修中の8月 に 「轍会」(小 川町の後継者の会)に 参加 した ところ、畑 に

手が回らな くな った という人が現れたので、畑30a(3筆)、 田んぼ10a(2筆)を 借 り受けることにな った。 これ

も、有機農業の人のつなが りと言えよ う。その他に多品目通年出荷の方法 を学んだそうである。そ して、金子氏

か ら学んだ最も大きいものは、人との関わ り方、特に行政との付 き合い方であった。「ソフ トに地道に粘 り強 く」

という方法で、徐 々に行政に理解 され、金子氏の考えが地域 に浸透 してい く様 を目の当た りにした。

霜里農場での研修後は、上記の田畑で当初20品 目くらいを作付 けていた。当初は、ほぼ実労一人で回 していた。

就農か ら5年 後に現在 の土地(450坪 、うち宅地100坪 。自家用畑15a)を 購入 している。原資は、国の土地取得

助成金 と両親か らの援助で賄った。その後、周囲の畑 を借地によって面積 を広げてきた。以前は養豚 も行ってい

たが、地域 にあった小規模な屠殺場が閉鎖 されたのに伴い、断念 した。

風 の丘ファームの現状 は、役員2名(田 下夫妻)、 社員5名 、研修生6名 で構成されて いる。畑 は5.3ha(20筆

以上)、 田んぼ60a(3筆)、 鶏(採 卵鶏50羽)で あ り、野菜の作付 けは、小松菜、ニンジン等70品 目以上である。

野菜 の出荷は、主 として青果であり、コメ(彩 のかがやき)は50a、¥600/kgで 販売 してお り、モチ10aは ほぼ 自

給用である。販売方法は、一般家庭向けの提携が50軒(ほ ぼ宅配便利用)、レス トラン等の契約が50軒(東 京他)

である。さらに、10年 以上の販売実績 を元 に、「小川町有機(株)」(大 口野菜販売会社、2013年5月 に法人化)

を立ち上げている。 これは、生産情報 を集約 し契約納入先に出荷する仕組みであり、大 口顧客に安定供給す るた

め10軒 の生産農家で構成され、その うち5軒 は風の丘 ファームの研修修了生である。現在、はねモノをどうさば

くかが一つの課題 とな ってお り、加工 も考えたが設備投資や専任スタッフを置く余裕がな いため、青果にこだわ

り飲食店 との信頼関係 を築くことに注力 している。その結果、多少の曲 りや傷等は調理する分には問題ないため、

処分せずに納入できる道筋 をつけた。

2)風 の丘 ファームにおける研修制度 と構築過程

田下氏は、1986年 、独立後2年 で研 修生 を受け入れ始めている。当初は金子氏 と同様の研修方法を採用 してい

たが、そ もそ も農家出身ではないため、研修生に提供する研修 内容は試行錯誤の末に構築してきた。具体的には、

現在2年 制の研修 を取入れてお り、 ミーティングと指示書による情報伝達の徹底を図っている。社員の役割分担

に加え、2年 目の研 修者を農場長(管 理者)と し、1年 目の中盤以降の研 修生に特定 の作物の担当を割 り当て る

な ど、分業体制 を構築 している。 このような体制構築過程においては、イ ンターネ ッ トや若 い人たちか ら積極的

に学んできた という。例えばスカイプによる 「夜視察(時 間も人手 もな い農家同士が、情報交換するな ど)」 があ

る。 こうした システム化を図る ことによって、研修生に技術 を伝える方法に自信がついたか らこそ、販売に力を

入れ ることができるようにな った。年間 を通 した研修 生の受入れ可否の判断は、まず一 日体験を しても らい、そ

の後に何回か通 いでの研修、または2週 間のインター ンシップを経て、田下氏 自らが行 っているとのことである。

現在の研修システムの構築に至るまで、まず、本格的に住込みでの研修 を始めたのは、現在の母屋が建 った、

1989年 以降とのことである。それか ら現在の2015年 まで、約25年 間の研修生の受入実績があ る(約100名 弱)。

1994年 か らは、週に1回 、夜に勉強会を行 って いる。人が増え始めた ことから、フォローア ップの意味 も兼ねて

座学での勉強会 も実施するようにな った。規模が大 きくなるにつれ、勉強会の内容 も変わ ってきてお り、① 土作

り等 に関する使 った勉強 と、②昨年の作業記録や管理表を使 い、今年の作型や作業計画 を検討した りして いる。

なお、90年 代は作業 日報を手書きでつけていたが、2006年 に他の農業法人で勤めた後 に風の丘ファームへ研修

にきた人がパ ソコンで作業 日報 をつけていた ことか ら、それを参考にさせて もらい風 の丘ファームでも作業 日報

をパソコンでつけるようになった。 これによ り、前年の作付データの検 索や管理が簡単に行えるよ うになった。

このように、外 部か らいろいろな ものを受 け入れ ることで、風の丘ファームの研修内容が変化 してきた という。

また、2011年 か らは、「2年 間研修」の体制を構 築している。 この2年 制に した ことか ら、各研修生 に担 当の

品目を決める 「品目別担当制」 を設けている。 これ によ り、2年 目の研 修生は、人に教える事でよ り本人の勉強



にな っている。2013年 か らは、 「青年農業給付金」事業がスター トした ことで、研修生が増えた。

3)風 の丘ファームで1年 研修後に独立 した第三世代のA氏

現在独立 しているA氏 は、平成14(2002)年 よ り1年 間(2002年4月 ～2003年3月)、 風の丘ファームで研修

して いる。研修の形式 は、実家か ら通える距離であったため、「住込み」ではな く 「通 い」であった。同じ年 に研

修に入 った人が、3～4人 お り、彼 らは全員 「住込み」であった。研修 当時の作業内容 は、春は苗づ くり ・管理

と、稲全般、そ して、春葉物の種蒔きであった。夏は夏野菜の植え付けと管理、6月 に田植 え、7～8月 は主に

夏野菜に関する作業。秋は9～10月 に堆肥をまいた り、稲刈 り、秋野菜の種 まき、キャベツや 白菜の植付けであ

った。冬は収穫 ・出荷が主な作業で、大豆の選別、冬野菜に関するもの、 ビニールハウス内の作業が多かった。

有機農業の生産技術面については、すべて田下氏か ら教わったとい う。 当時の風の丘 ファームの研修期間は1

年が通常であったので、他の研修生も毎 日が始めての連続であり、互いに教え合えるよ うな余裕はなかった。毎

日田下氏がその 日の作業内容と割 り振 りを決めていたそ うである。研修 中は基本的に毎 日農 場へ通 ったが、研修

期間後半には週 に1回 程度の休みがあった。研修中の 「通い」 とは、例え ば自宅から1時 間半かか ったが、夏は

朝5時 に家を出て夜 の7時 か8時 ころに帰宅 していた。夏場には家 と圃場の直接往復 もあ った

先述のように同期が3人 がいたが、彼 らは 「農業を したいと本気で考えている人たち」であったため刺激を受

けた という。その効果 として、「志 を同じくす る仲間ができた」ことであ り、もし一人だけだった ら続けられたか

どうか という発言 もあった。皆が 「初めての経験」 というのも、共通体験 を持つ という点でよかった。なお、同

時期 には、半年や3ヶ 月、1週 間程度の短期研修の人 も数名いた。当時の研修は、3月 で卒業 し、4月 か らまた

新 しい人という流れ であった。殆 ど非農家の人が研修 に入 ってお り、何人かは農業者大学校に通っている農家の

跡取 りもいた。研修 中、年間のスケジュールがあるわ けではなかった。毎 日が、初めての連続であ り、行ってみ

ないと何をやるのかがわからないため、不安になる こともあったそ うである。

独立のタイミングは、1年 間の研修後にす ぐであった。終了間際に、不動産屋で現在の家の物件を見 つけた。

田下氏 に紹介されたとわけではな く、偶然、不動産屋で見つけることがで きたそ うである。 この家の大家さんが

畑 を持 ってお り、その畑 も貸 してくれることにな った。家の近くにある土地は、畑10a、 田んぼ10a、 そ して、鶏

70羽 。なお 、他の ところに借 りて いる土地 を含めると、現在は、約1ha(7筆)程 の農地がある。作物は、季節

の野菜 を中心に年間50品 目程を作付 けている。春は、レタス、ダイ コン、キャベツ等、夏は、トマ ト、キュウ リ、

ナス等、秋は、ダイコン、カブ、根菜類等、そして、冬は、ニンジン、サ トイモ、葉物等である。苗作 りのハ ウ

スがあ り、空いて いる時期に トマ トを作っている。

現在の出荷先は、①宅配(個 人)が30軒(売 上の6割 、季節のお まかせセ ッ ト(約10種 類)を 隔週で届けて

いる)、 ② レス トランが5軒(売 上の約2割)、 ③スーパー等(売 上の約1割)、 ④ 卵(1割)と なっている。 こう

いった販路については、 自ら独自の営業で開拓してきたが、宅配は友人か ら始まって紹介や ビラ配 りもした。 レ

ス トランでチ ラシをおかせて もらった りもした。

田下氏か ら学んだ ことについては、①有機農業の技術、②営業力、③人 との付き合い方であり、特に最後の人

との付き合い方が重要で あったという。さらに、 この3つ にっいては、それぞれが優れている人は他にもいると

思 うが、3つ が総合的に優れて いるのが田下氏である という。外部の多 くの人と関わ って いる点 を尊敬 してお り、

目指すべき将来像 とい う。A氏 は今後、野菜 を減 らして加工(ジ ュース、ジャム)を 開始するとともに、都会か

ら人 を呼べるよ うな体験農場へ も展開 していきたいという。

4)現 在、風の丘 ファームで研修 中の第三世代B氏

現在、33歳 のB氏 は、高校 を卒業後、14年 間、運送業を経験 した。その間、就農 について少 しつつ考えるよ う

にな った という。2014年 の1月 に、霜里農場で隔月で開催される農場見学会に参加 した際、そ の1週 間後の1月

18日 に 「小川町有機農業 フォー ラム」が開催されることを知 り、それ に夫婦で参加 した。そ こで、風の丘ファー

ムのブースで 当時 の研修生に話を聞き、風の丘フ ァームで研修することを決心する。同年1月 末に1日 体験 を行

った後に、田下氏に2年 間の研修 を受けさせても らいたい と伝えた。そ の理由は、風の丘 ファームであれば、農

作業の技術とともに、レス トラン等 のお客 さんが何 を求 めているか といった点も学べる と思った とのことである。

「畑だけだった ら、違 う場所で も学んで経験できる。 ここは組織化 ・会社化 しているので、畑の ことだけではな

くて、経営の部分 も学べると思った」 という。運 送業での経験 もあ り、体力に不安はなか った。

2014年 の4月1日 よ り、研修に入 る。春作業は、育苗ハウスの水や り、定植等が主であった。5月 に、種 まき、



レタスの定植。6月10日 の田植えでは、田んぼでの苗の補充 を行 った。7月 ～9月 は、畦の草刈、草取 り(圃 場

内)が 殆 どであった。基本的に、午前中は収穫作業で、午後は管理作業であった。

秋にな り、 「ダイコ ン担当(初 担 当)」 とな る。ダイ コンは、風の丘 ファームの売上のなかで2～3割 を占める

重要な品 目である。風 の丘ファームでは、秋 と春 に担 当者 を変更 している。1月 頃に春の担 当を決定 し、7月 頃

に秋の担当を決定する。担当する作物は、研修 生の希望を募っているが、最終的 には田下氏が判断決定 している。

したが って、1年 目の研 修生が何かの担当になれ るのは、1年 目の秋 となる。現在、約7種 類のダイコンの生育

を担当 し、 どこの圃場に何があって何をどれだけ出荷できる状態かの把握 ・管理をしている。担当にな った当初

は、「ダイコン担 当」に任命 されたことを不安に思 ったとのことである。しか し、その不安 をぬ ぐって くれたのは、

先輩 ・仲間がいたか らという。わか らな いことをわか らないままにしておかず、す ぐに先輩 に聞けるとい うのが

心強かったそ う。そ して、「仲間が多い こと」、「夏に、1人 で草取 りをす るのはつ らいだろう。草取 りは嫌いでは

な いが、皆 とやっているので話 しなが ら作業できる。」ことが大きいとい う。具体的な担当の作業内容は、日々の

生育状態の観察、出荷時期のタイミング、他 の品目の情報 を聞いた うえで農場全体の作業労働 とのバランスの検

討。そ して、2015年2月 か らは、葉物担当になる ことが予定されている。ダイコンは土の下になるものだが、葉

物は土の上になる ものなので楽 しみだ という。カブ、ラディッシュ等 の10種 類程度 を担当予定。葉物担当になっ

た ことで、①独立後 にメイ ンの作物 にしたい こと、② コンスタン トに作 り込んで行かなければな らないので、シ

ステマティクに計画 を立てる ことを経験 したい、③需要に合わせて生産す ることを学びた いという。

研修期間中に疑問 に思 った ことを質問する相手は、忙 しい田下氏 と随時一緒 にいることはできないため、経験

のある2年 目の先輩 に相談 している。ただ し、先輩研修生が複数いる ことで意見が異なることもあ り、こういっ

た場合は田下氏に確認 している。初めて の農作業に入る前には、自分で資料に目を通 した り、前年のデータを確

認 した り、先輩研修生に教えて もらうことができる。また、現在、週に1回 、研修生全員 と田下氏が集 まって、

夜に勉強会をB目催 していることか ら、そのときに、畑の中で気づいた疑問等を質問 している。

将来は、小川町で独立就農 し、差 し当た りは40～50aく らいの農地か ら始めたいという。 しか し、家と畑 をど

のように取得するかの不安 を持っているという。

4.お わ り に

霜里農場の金子氏を第一世代としてそこで研修後に独立して風の丘ファームを経営する田下氏を第二世代と見

なすならば、風の丘ファームで研修後に独立している者あるいは現在研修中の者は、いわば第三世代といえるが、

この第三世代には、風の丘ファームで研修することで、田下氏が金子氏から継承した有機農業の技術とともに、

農場内での 「仲間の存在」をはじめとした様々な人との有機的なつなが りを大切にするという理念も、田下氏か

ら第三世代へと伝承されていることが確認できた。しかし、同じ第三世代といえども、すでに独立しているA氏

と現在研修中のB氏 では、田下氏からの継承の仕方が異なってお り、A氏 はどちらかといえば田下氏と直接的な

接点を持つことができる師弟同行によって継承したが、B氏 の場合は、田下氏の技術と理念をすでに受け継いで

いる先輩との師弟同行であることから、田下氏とは間接的な師弟同行であるといえよう。このような継承形態の

変化には、研修生の資質や制度等の外部環境の変化も影響しているものと思われる。これらは、どちらがより望

ましい等の評定を下せるものではなく、風の丘ファームが時代の変化に適用するために構築してきた発展的な研

修形態といえ、今後、わが国において新規就農者を増やすための方策の一つのあり方として、重要な事例の一つ

と考えられよう。
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